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「
短
歌
研
究
」
二
〇
二
三
年
十
二
月
号
に
、「
二
〇
一
〇
年
代
、
短
歌
に
な

に
が
起
こ
っ
た
か
」
と
い
う
特
集
が
あ
っ
た
。
歌
人
や
書
店
員
十
二
名
が
、

こ
の
十
年
の
短
歌
界
に
つ
い
て
思
う
こ
と
を
綴
っ
て
い
る
。
各
自
が
自
由
な

視
点
で
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
共
通
す
る
話
題
も
見
出
せ
て
興
味
深
い
。

　

例
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
存
在
、
特
に
名
前
が
出
て
い
た
の
は
ツ
イ
ッ
タ
ー

（
現
Ｘ
）
で
あ
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
話
題
と
な
る
（
い
わ
ゆ
る
「
バ
ズ
る
」）

短
歌
が
現
れ
た
り
、
そ
こ
か
ら
歌
集
出
版
に
繋
が
っ
た
り
と
、
既
に
多
く

の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
短
歌
と
相
性
が
良
い
よ
う
だ
。
と
い
う
よ
り
、

そ
も
そ
も
日
本
人
・
日
本
語
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
相
性
が
良
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
お
お
よ
そ
の
月
間
利
用
者
数
を
見
る
と
、
世
界
で
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

三
十
億
人
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
十
五
億
人
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
四
億
人
と
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
の
利
用
者
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
だ
が
日
本
国
内
で
は
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
五
九
〇
〇
万
人
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
四
六
〇
〇
万
人
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
二
六
〇
〇
万
人
と
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
利
用
率
が
か
な
り
高
い
。
人
口
比
で

見
る
と
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
約
二
倍
、ツ
イ
ッ
タ
ー
利
用
者
が
い
る
と
い
う
。

　

理
由
を
探
る
の
は
難
し
い
が
、
匿
名
性
の
高
さ
、
短
文
で
の
気
軽
な
投

稿
、
近
す
ぎ
な
い
ゆ
る
い
繋
が
り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
程
よ
い
反
応
な
ど

が
人
気
の
理
由
だ
ろ
う
か
。
日
常
の
さ
さ
や
か
な
こ
と
を
短
文
で
発
信
す
る

点
で
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
短
歌
は
似
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
多
忙
な
日
々
の
中

で
も
何
か
を
発
信
し
た
い
、そ
し
て
共
感
で
き
る
誰
か
の
つ
ぶ
や
き
（
短
歌
）

を
見
つ
け
た
い
と
い
う
思
い
と
合
致
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

十
二
名
の
文
章
の
中
に
は
、
個
人
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
大
手
の
出
版
社
や

書
店
と
は
異
な
る
小
規
模
な
活
動
へ
の
言
及
も
目
立
っ
た
。
例
え
ば
、
ネ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
（
通
称
ネ
プ
リ
）
や
、
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ジ
ン
）
と
呼
ば
れ
る
自
主

制
作
の
小
冊
子
の
流
行
は
近
年
著
し
い
。
編
集
や
印
刷
が
プ
ロ
以
外
で
も
比

較
的
容
易
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
文
字
数
が
少
な
い
短
歌
は
ペ
ー
ジ
数

や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
自
由
度
が
高
く
、
自
主
制
作
と
相
性
が
良
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
文
学
フ
リ
マ
や
独
立
系
書
店
の
存
在
感
も
増
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

場
で
は
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
売
れ
行
き
が
好
調
だ
と
い
う
。
今
こ
こ
で
し
か
買
え
な

い
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
特
別
感
が
人
気
の
理
由
だ
ろ
う
。

　

興
味
深
い
の
は
、
電
子
書
籍
や
ウ
ェ
ブ
媒
体
が
随
分
進
化
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、ネ
プ
リ
や
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
紙
媒
体
を
捨
て
て
い
な
い
こ
と
だ
。
先
日
、

我
妻
俊
樹
・
平
岡
直
子
『
起
き
ら
れ
な
い
朝
の
た
め
の
短
歌
入
門
』（
書
肆
侃

侃
房
、
二
〇
二
三
年
）
を
読
ん
で
い
た
ら
、
同
書
で
も
短
歌
と
冊
子
形
式
の

強
い
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
我
妻
氏
は
、
歌
を
囲
む
膨
大
な
余
白
、
か

つ
そ
れ
が
紙
に
よ
っ
て
物
質
性
を
有
す
る
こ
と
で
、
短
歌
は
詩
で
あ
る
こ
と

を
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。
確
か
に
、
詩
歌
ほ
ど
た
っ

ぷ
り
と
余
白
を
持
つ
紙
面
は
他
に
な
い
し
、
そ
こ
に
小
説
や
漫
画
と
は
異
な

る
詩
情
が
生
じ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
視
覚
、
触
覚
（
時
に
嗅
覚
？
）
の
面

で
、
紙
の
歌
集
の
余
白
が
読
者
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。

　

日
常
の
出
来
事
や
情
景
に
五
七
五
七
七
の
韻
律
が
与
え
ら
れ
、
紙
面
に

ゆ
っ
た
り
と
縦
書
き
で
納
ま
っ
た
と
き
、
日
常
は
異
化
さ
れ
、
文
芸
へ
と
昇

華
す
る
。
将
来
的
に
、
紙
の
本
の
数
が
減
っ
て
い
く
こ
と
は
あ
っ
た
と
し
て

も
、
完
全
に
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
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